
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

新 旧 新 旧

市役所１階ロビー 離島開発総合センター 下中津良生産森林組合集会所

山中町公会堂 山野公会堂 敷佐町公会堂

獅子ふれあい会館 高越町公会堂 上中津良町公会堂

根獅子町公民館 飯良町公会堂 多目的集会施設 船木町公会堂

ふれあいセンター 田崎公会堂 志々伎ふれあい会館 大志々伎町公会堂

宮の浦漁民研修センター 旧野子小中学校高島分校

中津良ふれあい会館

問
市
選
挙
管
理
委
員
会　

　

☎
内
線
２
３
７
１

み
ん
な
で
投
票
、
み
ん
な
で
参

加
、
あ
な
た
の
一
票
大
切
に

投票所変更一覧

７月10日（日）に決定！
　第24回参議院議員通常選挙

　

※

投
票
時
間
お
よ
び
期
間
は
、
各
期
日

　
　

前
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

　

※

期
日
前
投
票
は
、
市
内
の
ど
の
期
日

　
　

前
投
票
所
で
も
で
き
ま
す
。（
た
だ

　
　

し
、
度
島
中
部
公
会
堂
は
度
島
地
区

　
　

の
人
の
み
、
旧
高
島
分
校
は
高
島
地

　
　

区
の
人
の
み
で
す
。） 

○
不
在
者
投
票　

病
院
・
福
祉
施
設
な
ど

　

に
入
院
、
入
所
し
て
い
る
場
合
、
そ
の

　

施
設
が
不
在
者
投
票
指
定
施
設
で
あ
れ

　

ば
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で

　

き
ま
す
。 

○
郵
便
等
投
票　

身
体
に
重
度
の
障
が
い

　

が
あ
る
人
が
、
郵
便
な
ど
で
不
在
者
投

　

票
で
き
る
制
度
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、

　

申
請
書
に
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

　

者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
証
を
添
え
て
、

　

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
公
職
選
挙
法
の
改
正　

今
回
の
選
挙
か

　

ら
、
投
票
で
き
る
年
齢
が
満
18
歳
以
上

　

に
な
り
ま
し
た
。

○
投
票
所
の
変
更　

平
戸
市
離
島
開
発
総

　

合
セ
ン
タ
ー
の
供
用
廃
止
お
よ
び
、
有

　

権
者
数
１
５
０
人
未
満
の
投
票
区
の
見

　

直
し
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
投
票
所

　

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
第
24
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
が
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
積
極
的
に
投
票
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
郷
土
が
発
展
し
、

住
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
投
票

日
に
は
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
選
挙
当
日
、
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
公
示
日　

６
月
22
日（
水
）

○
投
票
日　

７
月
10
日（
日
） 

○
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

○
投
票
で
き
る
人 　

平
成
10
年
７
月
11

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
28
年

　

３
月
21
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
本
市

　

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

○
選
挙
人
名
簿 

　

▼
登
録
基
準
日　

６
月
21
日（
火
） 

　

▼
登
録
日　

６
月
21
日（
火
）

　

▼
縦
覧
期
間　

６
月
22
日（
水
）の
み

　

▼
縦
覧
場
所　

市
選
挙
管
理
委
員
会 

○
期
日
前
投
票

　

▼
期
日
前
投
票
所　

平
戸
市
未
来
創
造

　
　

館
、
各
支
所
、
各
出
張
所
お
よ
び
度

　
　

島
中
部
公
会
堂
、
旧
高
島
分
校

　

▼
投
票
期
間　

６
月
23
日（
木
）〜
７

　
　

月
９
日（
土
）

広報ひらど 平成28年６月15日号 4
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広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
28年

6月
15日

号

「⾚坂げんき会」
　もともと、平成25年４月から、赤坂地区で運動に関心のある人

が集まり、体操講師を招き、運動を積極的に行う「赤坂なでしこ」

を立ち上げ、定期的に開催していました。当時の区長が「赤坂なで

しこ」の取り組みを評価し、もっと人が集まりやすく、健康づくり

ができる場にしたいと、平成27年５月に「赤坂げんき会」を立ち上

げ、現在は約20人が活動しています。

　平戸よかよか体操やお茶会だけでなく、市の介護予防教室を活

用し、理学療法士による転倒予防の講話や、食生活改善推進員に

よる調理実習などもメニューに取り入れています。

Interview

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、
身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で
健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ

か
体
操
」を
行
う
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

内
線
2
5
8
6

活 動 日／毎週土曜　午後１時30分

　　　　　　　　　　　　～午後３時30分

活動場所／赤坂公会堂

対 象 者／赤坂地区住民

代　　表／吉冨　作雄

連 絡 先／ 22‐3710

赤坂げんき会

吉冨　作雄　さん
（鏡川町）

代表

　この会をサポートしてくれるサポーターの
皆さんが、受付や参加者全員の血圧測定、
平戸よかよか体操の進行、レクレーションの
企画、お茶会の準備・片付けなど、いろい
ろとお世話をしてくれています。また、参加
者に優しく笑顔で接してくれるので、サポー
ターの皆さんには本当に感謝しています。
　今後もサポーターの皆さんと一緒に、気軽
に参加できるよう工夫を行って、年齢の高い
人や、人と交流する機会が少なくなっている
人などに参加してもらい、いつまでも元気を
保ってほしいと考えています。

広報ひらど広報ひらど
ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸 June 2016J
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問
地
域
協
働
課
協
働
交
通
政
策
班

　

☎
内
線
２
３
０
９

男
女
共
同
参
画
週
間
に
つ
い
て

問
税
務
課
住
民
税
班　

　

☎
内
線
2
5
４
９

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
改
正
に
つ
い
て

・
問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
班　

　
　

☎
57
‐
0
9
7
7

平
戸
市
食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

問
市
民
課
国
保
年
金
班　

　

☎
内
線
2
５
９
２

退
職
し
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

募　

集

問
農
業
委
員
会
総
務
農
地
班　

　

☎
内
線
2
６
５
４

農
地
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す

問
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班　

　

☎
57
‐
0
9
7
7

妊
娠
届
提
出
の
際
に
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド
の
持

参
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
福
祉
課
総
務
班　

　

☎
内
線
2
５
６
３

平
戸
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

し
ま
す

軽減の
種　類

平成28年度からの
軽 減 判 定 所 得

７割軽減

５割軽減

２割軽減

33万円以下     

33万円+26万5千円×
（被保険者数+特定同一
世帯所属者数）以下

33万円+48万円×（被
保険者数+特定同一世
帯所属者数）以下     

問
文
化
交
流
課
交
流
推
進
班　

　

☎
内
線
2
２
７
７

国
際
交
流
員
と
交
流
し
ま
せ
ん

か

お詫びと訂正
　広報ひらど６月号で内容に誤りがありま　広報ひらど６月号で内容に誤りがありま
したので、お詫びするとともに、下記のとしたので、お詫びするとともに、下記のと
おり訂正します。おり訂正します。
●Ｐ20　まちのできごと「春茶会」Ｐ20　まちのできごと「春茶会」
　２行目　誤「鎮西流」　→　正「鎮信流」　２行目　誤「鎮西流」　→　正「鎮信流」
　７行目　誤「初めて」　→　正「２回目」　７行目　誤「初めて」　→　正「２回目」
●Ｐ21　まちのできごと「千光寺献茶式」Ｐ21　まちのできごと「千光寺献茶式」
　２行目　　２行目　誤「誤「ご神前ご神前」　→　　→　正「正「ご仏前ご仏前」

　広報ひらど６月号で内容に誤りがありま
したので、お詫びするとともに、下記のと
おり訂正します。
●Ｐ20　まちのできごと「春茶会」
　２行目　誤「鎮西流」　→　正「鎮信流」
　７行目　誤「初めて」　→　正「２回目」
●Ｐ21　まちのできごと「千光寺献茶式」
　２行目　誤「ご神前」　→　正「ご仏前」

せ
っ
こ
う

く
し
ゅ
う

せ
っ
こ
う

く
し
ゅ
う

董　海燕　さん
ドン　　　　 ハイヤン

ぶ
か
ん

こ

ほ
く

　
　

ギ
ン
グ
、
テ
レ
ビ
番
組
鑑
賞

　

▼
好
き
な
食
べ
物　

肉
料
理
、
母
の
手

　
　

料
理

　

▼
平
戸
市
の
印
象　

落
ち
着
い
て
趣
の

　
　

あ
る
街

○
交
流
内
容　

中
国
の
食
べ
物
、
言
葉
、

　

外
国
人
と
の
接
し
方
な
ど
を
学
び
な
が

　

ら
、
中
国
の
文
化
や
習
慣
な
ど
を
紹
介

　

し
ま
す
。

○
申
込
方
法　

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
学

　

校
を
通
じ
て
、
高
校
や
地
域
で
活
動
し

　

て
い
る
個
人
・
団
体
に
つ
い
て
は
、
直

　

接
文
化
交
流
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
注
意
点　

ま
ず
は
電
話
で
、
希
望
日
時

　

や
交
流
内
容
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※

謝
礼
は
不
要
で
す
が
、
交
通
費
を
負

　
　

担
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

午
後
９
時

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
国
際
理
解

向
上
を
目
的
に
、
国
際
交
流
員
を
招
致
し

て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
、
初
め
て
中
国
か
ら
の
国
際

交
流
員
を
招
致
し
、
交
流
事
業
や
通
訳
・

翻
訳
な
ど
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

平
戸
の
歴
史
や
文
化
、
習
慣
な
ど
を
学

び
な
が
ら
、
本
市
に
も
中
国
の
文
化
を
積

極
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
一
緒
に

交
流
し
ま
せ
ん
か
。

○
国
際
交
流
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

▼
着
任 　

平
成
28
年
４
月

　

▼
出
身
地 　

中
国
浙
江
省
衢
州
市

　
　

※

歴
史
は
古
く
、
山
に
囲
ま
れ
静
か

　
　
　

な
町　

 

　

▼
出
身
大
学　

武
漢
大
学（
中
国
、
湖

　
　

北
省
）　※

大
阪
大
学
に
留
学
経
験

　
　

あ
り

　

▼
趣
味　

美
味
し
い
も
の
探
し
、
ジ
ョ

て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
28
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。

社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

○
県
相
談
窓
口　

家
族
や
職
場
の
こ
と
な

　

ど
で
の
困
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

　

に
つ
い
て
、
長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推

　

進
セ
ン
タ
ー
で
は
男
性
相
談
員
、
女
性

　

相
談
員
を
配
置
し
、
相
談
や
関
係
機
関

　

の
適
切
な
紹
介
の
た
め
相
談
窓
口
を
設

　

置
し
て
い
ま
す
。「
身
近
な
人
に
は
相
談

　

し
づ
ら
い
」「
直
接
相
談
カ
ウ
ン
タ
ー
に

　

行
き
づ
ら
い
」と
い
う
人
は
、
気
軽
に
お

　

電
話
く
だ
さ
い
。

○
一
般
相
談
窓
口

　

▼
専
用
電
話　

０
９
５‐

８
２
２‐

４

　
　

７
３
０（
無
料
）

　

▼
受
付
時
間　

平
日（
祝
日
・
年
末
年

　
　

始
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
男
性
専
用
相
談
窓
口

　

▼
専
用
電
話　

０
９
５‐

８
２
５‐

９

　
　

６
２
２（
無
料
）

　

▼
受
付
時
間　

毎
月
第
２
・
４
水
曜　

　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）午
後
６
時
〜

　　　

戦
没
者
の
遺
徳
を
し
の
び
、
追
悼
の
意

を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
開

催
し
ま
す
。

　

ご
遺
族
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
１
日（
金
）

　

▼
受
付　

午
前
９
時　

　

▼
開
式　

午
前
10
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
で

は
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１

週
間「
男
女
共
同
参
画
週
間
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社

会
」を
実
現
す
る
た
め
に
は 

政
府
や
地
方

公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
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退
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
退
職
し

た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
に
つ
い
て

も
、
国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

退
職
し
た
こ
と
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
退
職

（
失
業
）特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、

　

退
職
年
月
日
が
わ
か
る
書
類
、
印
か
ん
、

　

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

　

※

退
職（
失
業
）特
例
免
除
制
度
を
希

　
　

望
す
る
と
き
は「
雇
用
保
険
受
給
資

　
　

格
者
証
」や「
雇
用
保
険
被
保
険
者

　
　

離
職
票
」な
ど
、
退
職（
失
業
）し
た

　
　

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
窓
口　

市
民
課
国
保
年
金
班（
６

　

番
窓
口
）、
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民

　

協
働
班
、
各
出
張
所

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務

　

所　

℡
０
９
５
６‐

34‐

１
１
８
９

○
と　

き　

６
月
１
日
〜
９
月
30
日（
金
）

　
（
予
定
）

○
内　

容　

市
内
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

　

い
て
、
担
当
地
区
農
業
委
員
、
ま
た
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
が
調
査
を
行

国
民
健
康
保
険
税
の
各
課
税
限
度
額
を
左

記
の
と
お
り
引
き
上
げ
ま
し
た
。

○
基
礎
課
税
限
度
額　

　

52
万
円
↓
54
万
円

○
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限
度
額

　

17
万
円
↓
19
万
円

　

ま
た
、
所
得
の
少
な
い
世
帯
の
保
険
税

軽
減
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
、
５
割
軽
減

お
よ
び
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の

軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。

※

軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
申
告

　

を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

未
申
告
の
人
は
、
至
急
申
告
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

20
歳
〜
60
歳
未
満
の
人
が
会
社
な
ど
を

　　　

市
で
は
、
地
域
で
食
生
活
改
善
を
中
心

と
し
た
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す

る
、
食
生
活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）養
成
講
座
の
受
講
生
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

保
健
師
や
栄
養
士
が
地
区
公
民
館
で
講

話
な
ど
を
行
い
、
受
講
終
了
後
は
、
平
戸

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
所
属
し
、

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
の
あ
る
人
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
内
容　

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、

　

調
理
実
習（
約
２
カ
月
に
１
回
計
５
回
）

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
成
人　

○
受
講
料　

無
料

　　

国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
本
年
度
か
ら
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い
ま
す
。

○
お
願
い　

調
査
員
が
農
地
に
立
ち
入
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
、
妊
娠
届
提
出
の
際
に

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
入
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

　

届
け
出
を
す
る
際
は
、
次
の
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の

　

▼
本
人　

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
　

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
書

　

▼
代
理
人　

①
委
任
状　

②
妊
婦
の
本

　
　

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
個
人
番
号

　
　

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

　
　

証
な
ど
）　

③
代
理
人
の
本
人
確
認

　
　

が
で
き
る
も
の【
個
人
番
号（
マ
イ
ナ

　
　

ン
バ
ー
）カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

　
　

健
康
保
険
証
な
ど
】

　

申


